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特集　伝えたい、寺尾のこと。

山
々
に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
と

の
ど
か
な
田
園
風
景
が
魅
力
の
寺
尾
地
区

　
市
の
北
西
部
に
位
置
す
る
寺て

ら
お尾
地
区
。

梅
沢
町
、
尻
内
町
、
大
久
保
町
、
鍋
山
町
、

星
野
町
、
出
流
町
の
６
つ
の
区
域
か
ら
成

り
ま
す
。「
寺
尾
」
と
い
う
地
名
の
由
来

は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
一
説
に
は
、
地
区

内
に
あ
る
出い

づ
る
さ
ん

流
山
満ま

ん
が
ん
じ

願
寺
か
ら
流
れ
出
る

水
が
片か

た
す
み角
川
・
出い

づ
る流
川
を
経
て
永
野
川
と

合
流
す
る
区
域
、
満
願
寺
（
寺
）
か
ら
流

れ
る
水
の
下
流
（
尾
）
の
地
域
＝
寺
尾
、

と
言
わ
れ
ま
す
。

　
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
寺
尾
は
、
豊
か

な
自
然
が
様
々
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
や
カ
タ
ク
リ
、
シ
ュ

ウ
カ
イ
ド
ウ
な
ど
四
季
折
々
の
花
々
、
の

ど
か
な
田
園
風
景
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、
澄

み
切
っ
た
星
空
な
ど
、
の
ど
か
な
田
舎
の

風
景
が
楽
し
め
る
地
域
で
す
。
ま
た
、
農

業
も
盛
ん
で
、
米
や
、
い
ち
ご
・
ト
マ
ト

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
野
菜
な
ど
、
寺
尾

の
豊
か
な
自
然
に
裏
打
ち
さ
れ
た
幸
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
地
区
内
の
出
流
町
は
、
古
来
よ
り
出
流

山
満
願
寺
の
門
前
町
と
し
て
栄
え
、
参
拝

者
に
蕎
麦
を
ふ
る
ま
っ
た
こ
と
を
起
源
と

す
る
「
出
流
そ
ば
」
が
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
希
少
な
植
物
の
宝
庫
で
あ
る
星
野
町

で
は
縄
文
時
代
の
遺
跡
や
石
器
が
発
見
さ

れ
、
現
在
「
星
野
遺
跡
記
念
館
」
と
し
て

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
寺
尾
地
区
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
結

び
つ
き
は
強
く
、
体
育
祭
、
盆
踊
り
、
文

化
祭
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
様
々
な
行
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
寺
尾
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
中
心
と
な
り
、「
米

作
り
体
験
教
室
」
や
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大

会
」な
ど
、豊
富
な
資
源
を
Ｐ
Ｒ
す
る
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

過
疎
化
に
よ
る
活
力
低
下
の
懸
念

　
自
然
豊
か
な
寺
尾
地
区
で
す
が
、
一
方
で

課
題
も
あ
り
ま
す
。
近
年
、
全
国
的
に
地
方

の
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、栃
木
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
寺
尾
地
区
で
も
過
疎
化
が
進
行
し
、
地
域

の
活
力
の
低
下
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
区
内
の
空
き
家
の
増
加
や
、
豊
か
な

自
然
を
持
つ
半
面
、
獣
害
が
増
加
す
る
な
ど

の
課
題
も
抱
え
ま
す
。

地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
に

　
様
々
な
魅
力
と
課
題
を
併
せ
持
つ
寺
尾
地

区
。
そ
の
活
性
化
の
た
め
、
今
年
６
月
、
栃

木
市
の
新
た
な
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
國こ

う

や
府
谷
純じ
ゅ
ん
き輝
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。
寺

尾
公
民
館
を
拠
点
に
、
地
域
経
済
に
つ
い
て

専
攻
し
た
学
生
時
代
の
知
識
と
、
前
職
の
経

験
を
活
か
し
な
が
ら
、
自
由
な
発
想
で
、
寺

尾
地
区
の
Ｐ
Ｒ
や
地
域
資
源
の
発
掘
な
ど
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
國
府
谷
隊
員
の
今
後
の
活
動
に
、
ぜ
ひ
ご

注
目
く
だ
さ
い
。

四季折々の草花、のどかな田園風景、歴史ある出流そば。四季折々の草花、のどかな田園風景、歴史ある出流そば。
寺尾の魅力をみんなに伝えて、地区をもっと元気に。寺尾の魅力をみんなに伝えて、地区をもっと元気に。
そんな思いをもって、新たに着任したそんな思いをもって、新たに着任した
地域おこし協力隊の挑戦がはじまっています。地域おこし協力隊の挑戦がはじまっています。

１ 毎年、大寒の日に奉納される
寒ざらしそばは出流地区の風物詩
／２ 寺尾の豊かな自然を背景に
した米作り教室／３ 夏祭り。地
元の子供たちによる盛大なお囃子
の披露／４ 寺尾産のサツマイモ
を使ったスイートポテト作りを地
元の皆さんに教わる中学生

寺尾地区

寺尾地区を象徴する三
みつみねさん
峰山。その特徴的な形は「鍋を伏せたような」「ゾウが横

たわったような」とも形容され、地元では「鍋
なべやま
山」「ぞう山

やま
」と呼ばれることも。
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